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2.3 講演会の実施 

【シャノン・ウォーカー氏】 
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【ワル・マックス氏】 
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2.4 意見交換会の実施 

講演の中の疑問点の解決や、有識者との知識の共有のため、シャノン氏とマックス氏の 2 グループに

わかれて意見交換会を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シャノン氏＋雨池班（オブザーバー含む）
1 小川宣幸 フィールデザイン　代表

2 手塚睦 通訳案内士

3 梶山智大 株式会社AOILO 代表取締役

4 篠田　博行 十勝空旅舎

5 工藤　陽司 帯広市観光交流課　地域おこし協力隊

6 渋谷勝彦 箱家

7 Ms.桜井 箱家

8 西口　勇暉 帯広市役所　観光交流課　主任補

9 藤田　薫 帯運観光株式会社

10 実重　貴之 北海道開発局・帯広開発建設部・次長

11 野村竜介 TACとかちアドベンチャークラブ

12 高野竜二 高野農場

13 山本晃弘 (株)KOYA.lab　執行役員

14 宮本 昌武 芽室町役場　魅力創造課　地域おこし協力隊

マックス氏＋常井班（オブザーバー含む）
1 磯野　巧 広尾町役場（地域おこし協力隊），ピロロツーリズム推進協議会（事務局）

2 高畠　敦子 浦河町地域おこし協力隊

3 永田剛 十勝シティデザイン　馬文化事業部／馬車BAR

4 加藤　帝 帯広市役所　観光交流室　室長

5 荒井宏文 札幌テレビ放送株式会社　コンテンツビジネス部

6 大川彩果 釧路市地域おこし協力隊

7 栗城 広賢 芽室町役場　魅力創造課　主事
8 蒲原亮平 有限会社蒲原水産　北海道JC

9 片岡　正太郎 (有)カタオカ企画

10 山川真幸子 全国通訳案内士（英語）

11 湯川大輔 クナウパブリッシング

12 及川雅敦 十勝プラス

13 大西華奈 クナウパブリッシング

14 渡邊太一郎 クナウパブリッシング
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2.4.1.1 参加者からの感想 

 

【シャノン氏の講演】 

➢ シャノンさんのお話は数回聞いています。いつも学びがありますが、スルーガイドを 1 度経験してから聞

くと、理解がより深まり、自分の反省点も改めて思い起こすと共に、もし次があれば、より良いものにして

いきたいと強く感じました。 

➢ シャノンさんの共同創業者が同じ業態を運営している方だったので、その点からも参考になりました。 

➢ またガイドの役割、知識はAI に任せても良いので、ゲストにより良い体験、経験をしてもらえるように話

すタイミングや場所、ペーシングなどが重要というのはすごく共感できた。 

➢ スルーガイドとローカルガイドの間のコミュニケーションの徹底により、役割分担を明確化することが重要

だと改めて思った。 

➢ ガイディングの際に、「同じ地域のストーリーでも伝え方次第で人を退屈にさせたり、興奮させたりできる」

という言葉が印象に残っている。 

➢ 地域や人のストーリーを伝えることの大切さがよくわかった。AT と聞くと、ハードなアクティビティを想像し

がちだったが、その土地の良さを伝える「コト」を意識すれば様々な形を生み出せるのではないかと、大

変参考になった。 

➢ これまで ATについて学んできた事や課題に思っていた事と重複する内容でしたが、日本における AT

のパイオニアであるシャノンから直接お話を聞けた事で、それら知識の信ぴょう度が上がり、復習になっ

たとともにこらから取り組むべき方向性も見えた気がしました。 

➢ ガイドさん向けの話だったと思う。私が知りたい内容とは異なったが、ガイドのあるべき姿等非常に勉強

になった。 

➢ あらためて AT ガイドに求められるものについての解説が参考になりました。特に Authentic というものを

突き詰めていこうと思いました。 

➢ トラベルボイスのサイトを紹介してもらったことは良かったです。 

➢ AT ツアーにおけるガイドに求められるポイントについて、言語以上にその土地のストーリーを伝えられる

ストーリーテラーとしての要素が重要であること。そしてそのストーリーはパーソナル(ひとりの人のライフ

ストーリー)から引き込むことが十分にできるということを学んだ。それを実践するためにも、ゲストの声に

耳を傾け、その人にとって何が大切なのか、どんなことに興味を示しているのかアンテナを張って、ストー

リーを伝えるタイミング・場所・ペースをコントロールすることが重要になってくる。 

➢ モニターツアー等が続いている阿寒地域においては、モニターツアー用の内容で話を進めていることが

多いため、一度フラットになって実際のATゲストが何を求めて北海道に訪れるのかを、精査する必要が

あると実感。 
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【マックス氏の講演】 

➢ austenitic であることの重要さがとてもよくわかりました。特に、地元の人との繋がりを作る上で、仕事だ

けの付き合いではなく、自分からも相手とつながっていく日頃の努力や気遣いが大切であることに、共感

します。また、十勝の農業のストーリーを作る上で、「若い農家が生き生きとしている」ということが大切な

ポイントであることに気づかされました。 

➢ AT といえば強度の高いアクティビティというイメージを持ってしまうが、そうではないソフトな内容でもでき

る事例を知れて参考になった。 

➢ ATの定義には、Authentic というものが必要なのではないか、という問題提起はまさにその通りだと思っ

た。元々その地域に根付いている文化、風土、産業、歴史などを観光客視点に置き換えることが必要だ

と感じた。 

➢ 「Authentic な体験」という言葉が印象に残っている。 

➢ 地域にもともとあることを磨くことの大切さがよくわかった。主役は誰なのか？響きました。 

➢ 地域との交流を一番に置いている点がとても興味深かく、アクティビティはあくまでも地域を知る為の手

段という事を再確認できた内容でした。また、それに伴って、やはり地域の AT振興には地元人の理解が

不可欠である事を改めて思い知らされました。 

➢ AT と地域交流についても興味があったため、マックスさんの話は有益だった。「友達を紹介する感覚で

海外旅行者と地元の方々を会わせる」というのは、できるようでできないことだと思うがここにつきると思

う。この辺のビジネスができないか、個人的な検討事項となった。 

➢ 阿蘇での実践例がとても参考になりました。オーダーメイド、カスタマイズにより満足度を上げていると理

解しました。その場合、料金設定がどうなるのかも聞いてみたいです。 

➢ よく北海道まで来てくださいました。 

➢ 「どんなひとたちが、なぜ、いまここで暮らしているのか」をストーリーの大小はあれど、その背景を伝えら

れるとより、地域への理解も深まり、ローカルとの強いつながりを生むことに繋がるのだと実感。また、世

代の違う地元人々との交流を通して、その地域を守ろうとしている人々の姿勢や、未来を見据えられるよ

うな様子を伝えているという点には感銘を受けた。若者が活発に活動している様子は万国共通で、希望

として受け取られ、その地域にまた訪れたい・この地域の未来が楽しみだ、と思ってもらえるきっかけとな

るのではないか。 

➢ AT という言葉にとらわれることなく、旅に求められる価値を常に念頭に置いてツアーをデザインしていく

ことで、いつの時代においても旅人に価値を提供できる地域を目指すことが重要であるということ。 

上記を実践する為には「Authentic」であることを忘れずに、今ないものを作り出すのではなく、今あるもの

の価値ときちんと向き合って、それを求めているゲストに対して正しく伝えていくことが、地域と旅人の関

係をより強く深いものにしていくのだと実感。 

➢ 「すべての地域が AT をやらなくてもいい」というコメントは非常に刺さりました。地域づくりという大きな枠

組みから見た時に、その地域をどのように発展させていきたいのかを明確にすること、その手段として

ATの価値観をもつ旅人を呼ぶことが適切なのであれば取り入れるべきだし、そうでないなら別のアプロ

ーチをすべきだという姿勢に、地域と真摯に向き合ってきたワルさんの姿勢が表れていたと感じた。" 
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【全体の感想】 

➢ 今回多業種の方に、AT のコンセプトやガイドの役割を知っていただけたことは、十勝全体にとてもプラス

になると思いました。様々なアイディアや取り組みを知ることができ、参考になります。 

➢ ATの今後の方向性として、アクティビティのマニア向けの商品化は向いていないだろうという話は、参考

にもなるし、今後の自分たちができることを考える指標にもなると思う。 

➢ 意見交換会に参加しているプレイヤーの方々がどう AT に関与できるかという観点が必要なのだと思う。

何もアクションを起こさず指を加えていただけでは、十勝に ATは根付かない。誰が音頭をとり、それぞ

れのプレイヤーの役割が何なのかを明確にしていく必要があると思った。 

➢ 様々な立場の方々が参加していた中で、「十勝地域としての観光振興」という部分に共感をしていただけ

たのが印象に残っている。 

➢ 司会の方がうまく話しを回してくれていたのでとても良かった。 

➢ 時間も限られており発言する機会が無かったのは残念ですが、普段お会いしている地域の事業者さま

のお取組みについて、私の知らない事を知り、またそれに対するシャノンのご意見も伺えたので貴重な

時間でした。 

➢ ざっくばらんに意見交換ができて良かった。どちらかというとマックスさんとお話がしたかったので、彼の

グループにしてもらったのは良かった。 

➢ 時間の都合上難しかったとは思うのですが、グループを一度シャッフルして、両氏と話す時間や、参加者

同士で交流の時間が 20 分程度あれば尚良かったと感じました。 

➢ 勉強になりました。ありがとうございました。 

➢ 多くの自治体において、自地域だけでは完結できないことが課題として挙げられており、近隣地域との連

携、広域ネットワークでの協力体制の構築を通して、お客様の滞在期間と満足度の向上に繋げられるの

ではないか。 

➢ ツアーの中で伏線を張ることで、日を追うごとにその地域への理解を深めていけるような構成を練ってい

くことも AT旅行者にとって刺さるポイントとなる。ツアーの柔軟性をキープするためにもコアとなるテー

マ、メッセージは設定しておくことが重要。たとえ天候不良で元の予定通りに動けなかったとしても、その

地域で何を体験して、感じてほしいのかを設定しておけば、手段を変更してもテーマから逸れないような

仕組みを確立することが重要。 

➢ 営業販路や情報発信方法について、日本人向けの情報を翻訳するだけでは不十分で、きちんと来てほ

しい顧客のニーズを把握したうえで、情報の見せ方を工夫することが大切。その為にも、今既に地域に

来てくれている人から情報を集めて(何を見て、何を求めてきたのか)いくことも重要になってくる。 

 


